
（
１
）

筆
者
は
以
前
、
山
梨
県
常
在
寺
蔵
『
法
華
経
御
鬮
霊
感
錐
」
の
翻
刻
・
現
代
語
訳
・
解
説
を
出
版
し
た
。
そ
の
後
、
法
華
経
御
鬮

に
つ
い
て
様
々
な
史
料
を
収
集
し
た
が
い
ず
れ
も
御
銭
部
分
の
み
の
書
物
で
あ
り
、
「
法
華
経
御
間
霊
感
銭
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、

教
学
的
内
容
も
示
し
た
も
の
は
な
く
、
こ
う
し
た
書
物
が
出
版
さ
れ
た
理
由
や
対
象
者
に
つ
い
て
示
す
よ
う
な
文
献
は
発
見
で
き
て

桂
林
学
叢
第
三
十
号
令
和
元
年

法
華
経
御
蕊
に
関
す
る
一
考
察

ｌ
新
出
史
料
『
法
華
宗
御
鬮
繪
紗
』
を
手
が
か
り
に
Ｉ

｜
、
問
題
の
所
在

而四三二一目

、 、 、 、 、 次
考
察

ま
と
め

問
題
の
所
在

法
華
経
御
銭
と
は

「
法
華
宗
御
圃
繪
紗
」

に
つ
い
て

芹
澤
寛
隆
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